
特徴の強いフォントは一見、新鮮ですが
可読性に問題がある場合があり、
複数行にわたる段落では避けたほうが無難

明朝系の本文フォントで、強調スタイルを
同シリーズの明朝にすると、
見づらくなることが多い

雰囲気とあわないフォント

特色文字も可読性を落とす原因になりがちなので、
部分的な使用にとどめるべき

明朝系の白抜き文字は読みづらいことが多い。ゴシックでも、細いと可読性が落ちる

本文中にコードフォントを使う場合でも、フォントの太さ（ウェイト）感があっていないと
チグハグな印象

文字のつまりすぎも読みづらいが、アキすぎも間が抜ける。
太字もさらにわかりづらい。

ごちゃごちゃした背景があると、
可読性が落ちる
ツメや柱は機能を大事に

全体的に余白が小さく（版面が大きい）息が詰まる


